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4. 環境影響評価方法書からの変更内容の概要 

環境影響評価方法書に対して示された市長意見（仙台市公告第 350 号）及び仙台市環境

影響評価審査会での審査内容等を踏まえ、環境影響評価方法書から変更した内容の概要は

以降に示すとおりである。 

 

4.1. 環境影響評価項目の選定の変更 

環境影響評価項目の選定について、以下の通り変更した。 

環境影響評価方法書作成時における環境影響評価項目の選定は、表 4.1－1 に、環境影

響評価準備書作成時における環境影響評価項目の選定は、表 4.1－2 に示すとおりである。 

 

(1) 環境影響要因「改変後の地形」に「地形・地質（土地の安定性）」を追加 

「地形・地質（土地の安定性）」については、環境影響評価方法書において選定してお

らず、その理由を「周辺地域の地形は平坦であり、土地の形状の変更、水象の変化等に

伴い崩壊の可能性がある斜面等は存在しないため、影響はないものと考えられることか

ら、選定しないものとした。ただし、ボーリング調査によって液状化の現象が予測され

た場合は選定項目とする。」としていたが、「地形・地質（現況地形）」の現況調査と

して実施したボーリング調査により、液状化現象を起こす可能性がある砂層の存在が確

認されたことから、環境影響評価準備書において項目を追加した。 
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表 4.1－1 環境影響評価項目（環境影響評価方法書作成時） 

資
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搬
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築
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改
変
後
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形
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木
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採
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態

改
変
後
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河
川
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湖
沼

工
作
物
等
の
出
現

そ
の
他

自
動
車
鉄
道
等
の

走
行

施
設
の
稼
働

人
の
居
住
・
利
用

有
害
物
質
の
使
用

農
薬
肥
料
の
使
用

資
材
・
製
品
・
人
等

の
運
搬
・
輸
送

そ
の
他

大 大気質 二酸化窒素 ○ ○ ○

気 二酸化硫黄

環 浮遊粒子状物質 ○ ○ ○

境 粉じん ○ ○

有害物質

その他

騒音 騒音 ○ ○ ○

振動 振動 ○ ○ ○

低周波音 低周波音

悪臭 悪臭

その他

水 水質 水の汚れ

環 水の濁り ○ ○

境 富栄養化

溶存酸素

有害物質

水温

その他

底質 底質

地下水汚染 地下水汚染

水象 水源

河川流・湖沼 ※

地下水・湧水 ※ ※ ※

海域

水辺環境

その他

土 地形･地質 現況地形 ○

壌 注目すべき地形

環 土地の安定性

境 地盤沈下 地盤沈下(軟弱地盤上の盛土等） ○ ○ ○

地盤沈下(地下水位の低下） ※ ※ ※

土壌汚染 土壌汚染 ※

その他

そ 電波障害 電波障害

の 日照阻害 日照阻害

他 風害 風害

その他

植物相及び注目すべき種 ○ ○

植生及び注目すべき群落 ○ ○

樹木・樹林等

森林等の環境保全機能（水田） ※

動物相及び注目すべき種 ○ ○ ○ ○

注目すべき生息地 ○ ○ ○ ○

地域を特徴づける生態系 ○ ○ ○ ○

自然的景観資源 ○

文化的景観資源 ○

眺望 ○

自然との触れ合いの場

指定文化財等

廃棄物 ○ ○ ○

残土

水利用

その他

二酸化炭素 ※ ※ ※

その他の温室効果ガス

オゾン層破壊物質

熱帯材使用 ※

その他

注）○：選定項目、◎：重点化項目、△簡略化項目、※：配慮項目

資材等の運搬には、盛土材の土砂の運搬も含む

景観

生態系

植物

動物

温室効果ガス等

廃棄物等

文化財

自然との触れ合いの場

工事による影響 存在による影響 供用による影響

環境影響要素の区分　　 　　　　　環境影響要因の区分

 



 4-3

表 4.1－2 環境影響評価項目（準備書作成時） 
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等
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の
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物
質
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農
薬
肥
料
の
使
用

資
材
・
製
品
・
人
等

の
運
搬
・
輸
送

そ
の
他

大 大気質 二酸化窒素 ○ ○ ○

気 二酸化硫黄

環 浮遊粒子状物質 ○ ○ ○

境 粉じん ○ ○

有害物質

その他

騒音 騒音 ○ ○ ○

振動 振動 ○ ○ ○

低周波音 低周波音

悪臭 悪臭

その他

水 水質 水の汚れ

環 水の濁り ○ ○

境 富栄養化

溶存酸素

有害物質

水温

その他

底質 底質

地下水汚染 地下水汚染

水象 水源

河川流・湖沼 ※

地下水・湧水 ※ ※ ※

海域

水辺環境

その他

土 地形･地質 現況地形 ○

壌 注目すべき地形

環 土地の安定性 ○

境 地盤沈下 地盤沈下(軟弱地盤上の盛土等） ○ ○ ○

地盤沈下(地下水位の低下） ※ ※ ※

土壌汚染 土壌汚染 ※

その他

そ 電波障害 電波障害

の 日照阻害 日照阻害

他 風害 風害

その他

植物相及び注目すべき種 ○ ○

植生及び注目すべき群落 ○ ○

樹木・樹林等

森林等の環境保全機能（水田） ※

動物相及び注目すべき種 ○ ○ ○ ○

注目すべき生息地 ○ ○ ○ ○

地域を特徴づける生態系 ○ ○ ○ ○

自然的景観資源 ○

文化的景観資源 ○

眺望 ○

自然との触れ合いの場

指定文化財等

廃棄物 ○ ○ ○

残土

水利用

その他

二酸化炭素 ※ ※ ※

その他の温室効果ガス

オゾン層破壊物質

熱帯材使用 ※

その他

注）○：選定項目、◎：重点化項目、△簡略化項目、※：配慮項目

資材等の運搬には、盛土材の土砂の運搬も含む

工事による影響 存在による影響 供用による影響

環境影響要素の区分　　 　　　　　環境影響要因の区分

温室効果ガス等

廃棄物等

文化財

自然との触れ合いの場

景観

生態系

植物

動物
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4.2. その他の変更 

本事業は、環境影響評価方法書を仙台市に提出した後に発生した平成 23 年 3 月 11 日

の東北地方太平洋沖地震により、事業予定地が位置する仙台市（特に仙台東部道路以東）

は甚大な被害を受けた。本地震の発生は、現地調査の調査期間中であったことから、審

査会での議論や方法書についての市長意見を踏まえ、環境影響評価方法書の内容につい

て一部見直しを行った。 

なお、見直しにあたっては、以下に示す方針に基づいた。 

 

(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方 

本事業で実施する現地調査は、予測及び評価を行う上での基礎情報となる。しかし、

本事業は、東北地方太平洋沖地震により、現況が著しく変化した現時点の環境状況から

実施していくため、本事業の実施に伴う環境影響の予測及び評価にあたっては、現地調

査によって得た環境情報を原則、本事業の工事着手前の「現況」として位置づけ、予測

条件等に用いることとした。 

そのほか、予測及び評価にあたっては、本事業よりも先行している荒井東土地区画整

理事業（工事中）や本事業とほぼ同時期に実施が予定されている荒井西土地区画整理事

業（計画中）に伴う自動車交通量等の環境影響要素を、可能な範囲で予測条件として含

め、用いることとした。 

本事業では、予測評価を行うにあたり、仙台市が公表している「仙台市震災復興計画」

（平成 23 年 11 月に策定）に示されている震災復興計画期間（平成 23 年度から平成 27

年度まで）を踏まえ、以下に示す方針で工事中及び供用時の影響評価を検討した。 
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●工事中 

本事業の工事着手は平成 24 年度末であるため、本事業の工事期間は、事業予定地周

辺では復興が進められている時期にあたると想定される。そのため、事業予定地周辺

の道路では、復旧及び復興工事に関わる工事用車両が走行していると考えられる。工

事期間中の交通量を対象とする大気、騒音、振動の予測では、これら復旧及び復興工

事に関わる工事用車両による環境負荷を一律と捉え、現況調査結果（既存資料調査）

で得られる値を予測時期における地域の基礎条件としてそのまま用いる。 

その他の地盤沈下、植物、動物、生態系等の環境影響評価項目については、事業予

定地が津波の直接的な被害を受けておらず、被災の程度が比較的軽いことから、予測

時期における地域の基礎条件としては、震災直後の環境状況から大きく変化しないも

のと捉えていく。 

 

●供用時 

供用後を対象とした予測項目のうち、大気、騒音、振動については、車両の走行に

関する予測を行うこととしているが、「仙台市震災復興計画」（平成 23 年 11 月に策定）

に示されている震災復興計画期間（平成 23 年度から平成 27 年度まで）にある平成 27

年度には、事業予定地周辺では概ね復旧及び復興工事が終了していると想定されるこ

とから、第 4 回仙台都市圏パーソントリップ調査において推計された 2025 年シナリ

オ２の交通量を用いて将来推計交通量を導き、予測条件とする。 

水質については、復旧工事時期に調査する現地調査結果を予測時期における地域の

基礎条件とし、地形・地質、地盤沈下については、震災直後の環境状況を予測条件と

して扱う。 

植物、動物、生態系、景観については、震災後の状況を予測時期における地域の基

礎条件として扱う。ただし、植物・動物等の生育・生息環境は、復旧及び復興工事に

より直接・間接的な影響を受ける可能性が高いことから、準備書作成時点で、事業予

定地近傍において明確な復旧及び復興工事に関連する施設及び確実に立地等が想定

できる施設の施工計画、建築計画諸元などの条件が入手できた場合には、必要に応じ

て予測条件に盛り込む。 

 

これらを踏まえ、環境影響評価方法書の記載内容から見直した箇所は表 4.2－1(1)～(14)

に示すとおりである。 
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表 4.2－1(1) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 5 章 環境影響評価項目の選定 

5.1 環境影響要因の抽出 

表 5－1 環境影響要因 

 

 

雨水を仙台市東部排水路へ直接放流する計画となったため記述の修

正 

 

第 5 章 環境影響評価項目の選定 

5.1 環境影響要因の抽出 

表 5-3 環境影響評価項目に選定する理由（２） 

温室効果ガス等 

 

 

 

 

 

 

 

「二酸化炭素 供用による影響」の記述の修正  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-1-1 大気質 

(二酸化窒素・浮遊粒子状物質) 

「(1)調査内容 2.気象」の記述の修正  

 

 

 

 

 

 

 

 「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(2)調査方法 3.交通量等 (2)現地調査」に下線の記述を追加

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(4)調査期間等 2.現地調査」に下線の記述を追加 
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 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 建築物等の建築 

大規模な建築物等の建築は想定していないが、調整

池や地下埋設物（雨水排水施設等）の設置が想定され

るため、環境影響要因として選定する。 

建築物等の建築 

大規模な建築物等の建築は想定していないが、仮設

調整池や地下埋設物（雨水排水施設等）の設置が想定

されるため、環境影響要因として選定する。 

（関連ページ：準備書 p.7－1） 

 二酸化炭素 

供用による影響 

施設の稼働及び人の居住に伴い、冷暖房等により二

酸化炭素発生量の増加が想定されるが、事業実施にあ

たっては、自然エネルギーの導入・利用等を計画して

いることなどから発生量は少ないと考えられるため、

配慮項目として選定する。 

二酸化炭素 

供用による影響 

人の居住、施設の稼働等に伴うエネルギー使用により、

二酸化炭素の発生が想定されるが、東日本大震災の復旧等

の関係から、土地利用計画については、流動的である。一

方、本事業では、基盤整備に合わせて街路灯などの施設整

備を行うとともに、人の居住や施設の稼働等に伴う環境へ

の負荷低減を図るため、自然エネルギーの導入・利用等に

対する環境配慮計画を検討、推進していくことから、配慮

項目として選定する。 

（関連ページ：準備書 p.7－6） 

 

 

 

 

 

 

 

1．大気質濃度 

・二酸化窒素濃度 

・浮遊粒子状物質濃度 

2．気象 

・風向・風速、気温、日射収支量及び雲量等 

3．交通量等 

・車種別交通量、道路構造等 

1．大気質濃度 

・二酸化窒素濃度 

・浮遊粒子状物質濃度 

2．気象 

・風向・風速、気温、日射量及び雲量等 

3．交通量等 

・車種別交通量、道路構造等 

（関連ページ：準備書 p.8.1－1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．気象 

下記の一般環境測定局及び気象台の既存文献調査によ

り、整理・解析を行う。 

・一般環境測定局七郷測定局：風向・風速 

・仙台管区気象台：日射収支量及び雲量等 

3．交通量等 

（1）既存文献調査 

下記の既存文献調査により、整理・解析を行う。 

・「道路交通量調査総括表（宮城県）」 

・「仙台市道路交通等現況調査（仙台市）」 

（2）現地調査 

・方向別、車種別に交通量を現地調査する。 

・道路構造、車線数、幅員、横断形状を現地調査で把握

する。 

2．気象 

下記の一般環境測定局及び気象台の既存文献調査によ

り、整理・解析を行う。 

・一般環境測定局七郷測定局：風向・風速 

・仙台管区気象台：日射量及び雲量等 

3．交通量等 

（1）既存文献調査 

下記の既存文献調査により、整理・解析を行う。 

・「道路交通量調査総括表（宮城県）」 

・「仙台市道路交通等現況調査（仙台市）」 

（2）現地調査 

・方向別、車種別に交通量を現地調査する。なお、復旧

関連車両を目視により可能な限り区別することで、一般

車両台数を可能な範囲で把握していく。 

・道路構造、車線数、幅員、横断形状を現地調査で把握

する。 

（関連ページ：準備書 p.8.1－1） 

 

 

 

 

 

 

 

2．現地調査 

交通量については、平日の代表的な日及び休日の代表的

な日を選定し、両日とも 24 時間調査とする。代表的な日

は、既存文献調査の実施状況等を勘案して設定する。 

2．現地調査 

交通量については、可能な範囲で調査時期を遅らせ、周

辺の復旧作業が定常化する時期に調査を実施する。なお、

調査は、平日の代表的な日及び休日の代表的な日を選定

し、両日とも 24 時間調査とする。代表的な日は、既存文

献調査の実施状況等を勘案して設定する。 

（関連ページ：準備書 p.8.1－4） 
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表 4.2－1(2) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-1-1 大気質 

(二酸化窒素・浮遊粒子状物質) 

「(3)予測対象時期等 1.工事による影響」と「2.供用による影響」

に下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(4)予測方法 1.工事による影響」と「2.供用による影響」に下線

の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、下線の内容を追加 
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 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 

資材等運搬車両の道路交通による影響及び重機の

稼働による影響については、影響が最大となる時期

とする。資材等の運搬と重機の稼働による両方の影

響ともについては、それぞれの影響が最大となる時

期の値を合成する。 

2．供用による影響 

事業活動が定常状態に達した時期（土地区画整理組

合の解散時期）とする。 

1．工事による影響 

①資材等運搬車両の道路交通による影響 

資材等運搬車両の走行による影響が最大となる時期を選定する。

（関連ページ：準備書 p.8.1－10） 

②重機の稼働による影響 

重機の稼働に伴う大気汚染物質の排出量が最大と想定される期

間（1 年間）を選定する。 

（関連ページ：準備書 p.8.1－23） 

③資材等運搬車両と重機の稼働による複合影響 

資材等運搬車両と重機の稼働による複合影響は、それぞれの影

響が最大となる時期の予測結果を合成する。 

（関連ページ：準備書 p.8.1－37） 

2.供用による影響 

竣工後、住宅及び商業店舗等が立地し、事業活動が定常状態に

達した時期とする。なお、事業予定地周辺の震災復旧は概ね完了

しているものとする。 

（関連ページ：準備書 p.8.1－42） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．工事による影響 

プルーム式及びパフ式を基本とした拡散モデルに

よる計算とする。 

2．供用による影響 

プルーム式及びパフ式を基本とした拡散モデルに

よる計算とする。 

１．工事による影響 

①資材等運搬車両の道路交通による影響 

プルーム式及びパフ式を基本とした拡散モデルによる計算と

する。 

予測にあたり、予測対象時期の基礎交通量は、現地調査で得た

断面交通量（荒井東土地区画整理事業の工事用車両及び仙台東

部道路東側の復興関連車両を含む）を用いる。 

（関連ページ：準備書 p.8.1－13、17） 

②重機の稼働による影響 

プルーム式及びパフ式を基本とした拡散モデルによる計算と

する。 

予測にあたり、現況調査（既存資料調査）により得た大気質の

平均濃度を予測対象時期のバックグラウンド濃度とする。 

（関連ページ：準備書 p.8.1－25） 

2．供用による影響 

プルーム式及びパフ式を基本とした拡散モデルによる計算と

する。 

将来交通量は、本事業の施設関連車両の他、事業予定地周辺の

将来基礎交通量及びその他の開発事業による発生集中交通量を

考慮して設定する。 

（関連ページ：準備書 p.8.1－42、43） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対

象に対する著しい影響、濃度の変化の程度等が、事業

者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されている

ものであるか否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか

否かについての検討による。 

・「二酸化窒素に係る環境基準」 日平均値：0．04～0．

06ppm 又はそれ以下 

・「仙台市環境基本計画における定量目標（二酸化窒

素）」 日平均値：0．04ppm 以下 

・「浮遊粒子状物質に係る環境基準」 日平均値：0．

10mg/㎥以下 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対象に対す

る著しい影響、濃度の変化の程度等が、事業者の実行可能な範

囲で回避され、又は低減されているものであるか否かについて

の検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否かに

ついての検討による。 

・「二酸化窒素に係る環境基準」日平均値：0.04～0.06ppm 又は

それ以下 

・「仙台市環境基本計画における定量目標（二酸化窒素）」日平

均値：0.04ppm 以下 

・「浮遊粒子状物質に係る環境基準」日平均値：0.10mg/㎥以下

3．東日本大震災からの復旧に係る評価 

復旧は長期にわたるため、その詳細な内容、進捗等については

未知数である。そのため、予測評価を行う時点で、明確になっ

ている事項や確実に想定できる事項については、必要に応じて

予測条件に盛り込み、定性的に予測・評価を行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.1－56） 
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表 4.2－1(3) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-1-2 大気質(粉じん) 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、下線の内容を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-2 騒音 

「(1)調査の内容 1.現況騒音」の記述を修正  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(2)調査方法 2.交通量等 (2)現地調査」に下線の記述を追加

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(3)調査地域等 2.調査地点」の記述を修正  
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 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対象に

対する著しい影響が事業者の実行可能な範囲で回避され、

又は低減されているものであるか否かについての検討に

よる。 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対象に対

する著しい影響が事業者の実行可能な範囲で回避され、又は

低減されているものであるか否かについての検討による。 

2．東日本大震災からの復旧に係る評価 

復旧は長期にわたるため、その詳細な内容、進捗等につい

ては未知数である。そのため、予測評価を行う時点で、明

確になっている事項や確実に想定できる事項については、

必要に応じて予測条件に盛り込み、定性的に予測・評価を

行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.1－56） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．現況騒音 

・道路交通騒音レベル 

・環境騒音レベル 

2．交通量等 

・車種別交通量、走行速度 

・道路構造等 

3．その他の項目 

・地形等の自然的状況 

・周辺の人家・施設等の社会的状況 

1．現況騒音 

・道路交通騒音レベル 

・一般環境騒音レベル 

2．交通量等 

・車種別交通量、走行速度 

・道路構造等 

3．その他の項目 

・地形等の自然的状況 

・周辺の人家・施設等の社会的状況 

（関連ページ：準備書 p.8.2－1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．交通量等 

（1）既存文献調査 

下記の既存文献調査により、整理・解析を行う。 

・「道路交通量調査総括表（宮城県）」 

・「仙台市道路交通等現況調査（仙台市）」 

（2）現地調査 

・方向別、車種別に交通量を現地調査する。 

・道路構造、車線数、幅員、横断形状を現地調査で把握

する。 

・走行速度は、実測する。 

2．交通量等 

（1）既存文献調査 

下記の既存文献調査により、整理・解析を行う。 

・「道路交通量調査総括表（宮城県）」 

・「仙台市道路交通等現況調査（仙台市）」 

（2）現地調査 

・方向別、車種別に交通量を現地調査する。なお、復旧

関連車両を目視により可能な限り区別することで、一般

車両台数を可能な範囲で把握していく。 

・道路構造、車線数、幅員、横断形状を現地調査で把握

する。 

・走行速度は、実測する。 

（関連ページ：準備書 p.8.2－1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．調査地点 

（1）現況騒音 

道路交通騒音 

・進入路（図 6-4：③） 

・県道荒浜原町線沿道（図 6-4：⑥） 

・市道長喜城霞目線沿道（図 6-4：⑦） 

環境騒音 

・七郷小学校（図 6-4：①） 

・七郷中学校（図 6-4：②） 

2．調査地点 

（1）現況騒音 

道路交通騒音 

・(仮)六丁目荒井東線沿道（図 8.2－1：③） 

・県道荒浜原町線沿道（図 8.2－1：④） 

・市道長喜城霞目線沿道（図 8.2－1：⑤） 

一般環境騒音 

・七郷小学校（図 8.2－1：①） 

・七郷中学校（図 8.2－1：②） 

（関連ページ：準備書 p.8.2－2） 
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表 4.2－1(4) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-2 騒音 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(4)調査期間等 1.現況騒音」と「(4)調査期間等 2.交通量等

(2)現地調査」に下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(1)予測内容 1.工事による影響」の記述を修正  
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 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．現況騒音 

①道路交通騒音 

騒音レベルの実態を適切に把握し得る期間とし、平日の代

表的な日及び休日の代表的な日を選定し、両日とも 24 時

間調査を行う。代表的な日は、既存文献調査の実施状況等

を勘案して設定する。 

②環境騒音（航空機騒音を含む） 

騒音レベルの実態を適切に把握し得る期間とし、平日の代

表的な日及び休日の代表的な日を選定し、両日とも 24 時

間調査を行う。代表的な日は、既存文献調査の実施状況等

を勘案して設定する。 

2．交通量等 

（1）既存文献調査 

・「道路交通量調査総括表（宮城県）」 平成 17 年度調査、

平成 22 年度調査 

・「仙台市道路交通等現況調査（仙台市）」 平成 17 年度

調査、平成 20 年度調査 

（2）現地調査 

交通量調査は、平日の代表的な日及び休日の代表的な日を

選定し、両日とも 24 時間調査を行う。代表的な日は、既

存文献調査の実施状況等を勘案して設定する。 

3．その他の項目 

調査期間は交通量調査に準じて設定する。 

1．現況騒音 

①道路交通騒音 

騒音レベルの実態を適切に把握するために、可能な範囲で

調査時期を遅らせ、周辺の復旧が定常化する時期に調査を

実施する。なお、調査は、平日の代表的な日及び休日の代

表的な日を選定し、両日とも 24 時間調査を行う。代表的

な日は、既存文献調査の実施状況等を勘案して設定する。

②一般環境騒音（航空機騒音を含む） 

騒音レベルの実態を適切に把握するために、可能な範囲で

調査時期を遅らせ、周辺の復旧が定常化する時期に調査を

実施する。なお、調査は、平日の代表的な日及び休日の代

表的な日を選定し、両日とも 24 時間調査を行う。代表的

な日は、既存文献調査の実施状況等を勘案して設定する。

2．交通量等 

（1）既存文献調査 

・「道路交通量調査総括表（宮城県）」 平成 17 年度調査、

平成 22 年度調査 

・「仙台市道路交通等現況調査（仙台市）」 平成 17 年度

調査、平成 20 年度調査 

（2）現地調査 

交通量については、可能な範囲で調査時期を遅らせ、周

辺の復旧が定常化する時期に調査を実施する。なお、調査

は、平日の代表的な日及び休日の代表的な日を選定し、両

日とも 24 時間調査を行う。代表的な日は、既存文献調査

の実施状況等を勘案して設定する。 

3．その他の項目 

調査期間は交通量調査に準じて設定する。 

（関連ページ：準備書 p.8.2－2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 

資材等運搬車両及び重機の騒音レベルの状況について予

測する。 

①資材等運搬車両の道路交通による騒音レベルを予測す

る。 

②重機の稼働による騒音レベルを予測する。 

③資材等の運搬と重機の稼働による影響については、影響

が最大となる地点を推定し、等価騒音レベル（ＬＡｅｑ）

で合成し予測する。 

2．供用による影響 

自動車走行に伴う騒音レベルの状況を予測する。 

1．工事による影響 

資材等運搬車両及び重機の騒音レベルの状況について予測

する。 

①資材等運搬車両の道路交通による等価騒音レベル 

（ＬAeq）を予測する。 

（関連ページ：準備書 p.8.2－8） 

②重機の稼働による時間率騒音レベル（Ｌ5）を予測する。

（関連ページ：準備書 p.8.2－15） 

③資材等の運搬と重機の稼働による影響については、重機

の稼働による等価騒音レベル（ＬAeq）を予測し、資材等

運搬車両の道路交通による等価騒音レベル（ＬAeq）と合

成し予測する。 

2．供用による影響 

自動車走行に伴う等価騒音レベル（ＬAeq）を予測する。

（関連ページ：準備書 p.8.2－29） 
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表 4.2－1(5) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-2 騒音 

「(3)予測対象時期等 1.工事による影響」の記述を修正 

「(3)予測対象時期等 2.供用による影響」に下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(4)予測方法 1.工事による影響」と「(4)予測方法 2.供用に

よる影響」に下線の記述を追加 
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 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 

資材等運搬車両の道路交通による影響及び重機の稼働に

よる影響については、影響が最大となる時期とする。資材

等の運搬と重機の稼働による両方の影響ともについては、

それぞれの影響が最大となる時期の値を合成する。 

2．供用による影響 

事業活動が定常状態に達した時期とする。 

1．工事による影響 

①資材等運搬車両の道路交通による影響 

資材等運搬車両の走行による影響が最大となる時期を選

定する。 

（関連ページ：準備書 p.8.2－8） 

②重機の稼働による影響 

重機の稼働による影響が最大となる時期を選定する。 

（関連ページ：準備書 p.8.2－15） 

③資材等運搬車両と重機の稼働による複合影響 

資材等運搬車両と重機の稼働による複合影響は、それぞれ

の影響が最大となる時期の予測結果を合成する。 

（関連ページ：準備書 p.8.2－28） 

2．供用による影響 

竣工後、住宅及び商業店舗等が立地し、事業活動が定常

状態に達した時期とする。なお、事業予定地周辺の震災復

旧は概ね完了しているものとする。 

（関連ページ：準備書 p.8.2－29） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 

・資材等運搬車両の道路交通による影響 

日本音響学会により提案された予測モデル ASJ

RTN-Model 2008 により等価騒音レベル（ＬＡｅｑ）を

予測する。 

・重機の稼働による影響 

日本音響学会により提案された予測モデル ASJ

CN-Model 2007 による等価騒音レベル（ＬＡｅｑ）と

時間率騒音レベル（Ｌ5）を予測する。 

・資材等の運搬と重機の稼働による影響については、等価

騒音レベル（ＬＡｅｑ）で合成し予測する。 

＊七郷中学校や七郷小学校ついては、上層階に対する予

測も行う。 

2．供用による影響 

・日本音響学会により提案された予測モデル ASJ

RTN-Model 2008 により等価騒音レベル（ＬＡｅｑ）を予

測する。 

1．工事による影響 

・資材等運搬車両の道路交通による影響 

日本音響学会により提案された予測モデル  ASJ 

RTN-Model 2008 により等価騒音レベル（ＬAeq）を予測す

る。 

予測にあたり、予測対象時期の基礎交通量は、現地調査で

得た断面交通量（荒井東土地区画整理事業の工事用車両及

び仙台東部道路東側の復興関連車両を含む）を用いる。 

（関連ページ：準備書 p.8.2－10、11） 

・重機の稼働による影響 

日本音響学会により提案された予測モデル ASJ CN-Model 

2007 による時間率騒音レベル（Ｌ5）を予測する。 

（関連ページ：準備書 p.8.2－17） 

・資材等の運搬と重機の稼働による影響については、重機の

稼働による等価騒音レベル（ＬAeq）を予測し、資材等運搬

車両の道路交通による等価騒音レベル（ＬAeq）と合成し予

測する。 

＊七郷中学校や七郷小学校ついては、上層階に対する予

測も行う。 

2．供用による影響 

・日本音響学会により提案された予測モデル ASJ RTN-Model 

2008 により等価騒音レベル（ＬAeq）を予測する。 

将来交通量は、本事業の施設関連車両の他、事業予定地周

辺の将来基礎交通量及びその他の開発事業による発生集中

交通量を考慮して設定する。 

（関連ページ：準備書 p.8.2－31） 

・供用時の航空機騒音については、WECPNL と Lden に関係性

を踏まえ、仙台市が測定している既往の航空機騒音結果

（WECPNL）をもとに、定性的に予測を行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.2－32） 
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表 4.2－1(6) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-2 騒音 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-2 振動 

「(1)調査の内容 1.現況振動」の記述を修正  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(2)調査方法 2.交通量等 (2)現地調査」に下線の記述を追加

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(3)調査地域等 2.調査地点」の記述を修正  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 4-17

  

 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）航空機の飛来 

・「航空機騒音に係る環境基準」昭和 48 年 環境庁告示第 154 

号 

地域の類型Ⅰ：70WECPNL 以下 

地域の類型Ⅱ：75WECPNL 以下 

 

（3）航空機の飛来 

・「航空機騒音に係る環境基準」昭和 48 年 環境庁告示第 154 

号 

地域の類型Ⅰ：70WECPNL 以下 

地域の類型Ⅱ：75WECPNL 以下 

※上記基準は、平成 19 年 12 月 17 日付けで一部改正し告示

され、平成 25 年 4 月１日より施行される。評価指標が時

間帯補正等価騒音レベル（Lden）に変更され、基準値は以下

のとおりとなる。 

地域の類型Ⅰ：57 デシベル以下 

地域の類型Ⅱ：62 デシベル以下 

（関連ページ：準備書 p.8.2－41） 

3．東日本大震災からの復旧に係る評価 

復旧は長期にわたるため、その詳細な内容、進捗等につい

ては未知数である。そのため、予測評価を行う時点で、明

確になっている事項や確実に想定できる事項については、

必要に応じて予測条件に盛り込み、定性的に予測・評価を

行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.2－42） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．現況振動 

・道路交通振動レベル 

・環境振動レベル 

2．交通量等 

・車種別交通量、走行速度 

・道路構造等 

3．その他 

・伝播に影響する地盤等の状況 

・周辺の人家・施設等の社会的状況 

1．現況振動 

・道路交通振動レベル 

・一般環境振動レベル 

2．交通量等 

・車種別交通量、走行速度 

・道路構造等 

3．その他 

・伝播に影響する地盤等の状況 

・周辺の人家・施設等の社会的状況 

（関連ページ：準備書 p.8.3－1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．交通量等 

（1）既存文献調査 

下記の既存文献調査により、整理・解析を行う。 

・「道路交通量調査総括表（宮城県）」 

・「仙台市道路交通等現況調査（仙台市）」 

（2）現地調査 

・方向別、車種別に交通量を現地調査する。 

・道路構造、車線数、幅員、横断形状を現地調査で把握す

る。 

2．交通量等 

（1）既存文献調査 

下記の既存文献調査により、整理・解析を行う。 

・「道路交通量調査総括表（宮城県）」 

・「仙台市道路交通等現況調査（仙台市）」 

（2）現地調査 

・方向別、車種別に交通量を現地調査する。なお、復旧関

連車両を目視により可能な限り区別することで、一般車

両台数を可能な範囲で把握していく。 

・道路構造、車線数、幅員、横断形状を現地調査で把握す

る。 

（関連ページ：準備書 p.8.3－1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．調査地点 

（1）現況振動 

道路交通振動 

・進入路（図 6-4：③） 

・県道荒浜原町線沿道（図 6-4：⑥） 

・市道長喜城霞目線（図 6-4：⑦） 

環境振動 

・七郷小学校（図 6-4：①） 

・七郷中学校（図 6-4：②） 

2．調査地点 

（1）現況振動 

道路交通振動 

・(仮)六丁目荒井東線沿道（図 8.2－1：③） 

・県道荒浜原町線沿道（図 8.2－1：④） 

・市道長喜城霞目線沿道（図 8.2－1：⑤） 

一般環境振動 

・七郷小学校（図 8.2－1：①） 

・七郷中学校（図 8.2－1：②） 

（関連ページ：準備書 p.8.3－2） 
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表 4.2－1(7) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-2 振動 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(4)調査期間等 1.現況振動」と「(4)調査期間等 2.交通量等

(2)現地調査」に下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(1)予測内容 1.工事による影響」の記述を修正  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(3)予測対象時期等 1.工事による影響」の記述を修正 

「(3)予測対象時期等 2.供用による影響」に下線の記述を追加 
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 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．現況振動 

振動レベルの実態を適切に把握し得る期間とし、地域の振

動の状況を代表しうる一日（平日の代表的な日、休日の代

表的な日）に振動規制法による時間区分ごとに 1 時間当た

り 1回以上の測定を 4 時間以上行う。 

2．交通量等 

（1）既存文献調査 

・「道路交通量調査総括表（宮城県）」 平成 17 年度調査、

平成 22 年度調査（調査中） 

・「仙台市道路交通等現況調査（仙台市）」 平成 17 年度

調査、平成 20 年度調査 

（2）現地調査 

交通量調査は、平日の代表的な日及び休日の代表的な日を

選定し、両日とも 24 時間調査を行う。代表的な日は、既

存文献調査の実施状況等を勘案して設定する。 

3．その他の項目 

調査期間は交通量調査に準じて設定する。 

1．現況振動 

振動レベルの実態を適切に把握するために、可能な範囲で

調査時期を遅らせ、周辺の復旧が定常化する時期に調査を

実施する。なお、調査は、地域の振動の状況を代表しうる

一日（平日の代表的な日、休日の代表的な日）に振動規制

法による時間区分ごとに 1 時間当たり 1 回以上の測定を 4 

時間以上行う。 

2．交通量等 

（1）既存文献調査 

・「道路交通量調査総括表（宮城県）」 平成 17 年度調査、

平成 22 年度調査（調査中） 

・「仙台市道路交通等現況調査（仙台市）」 平成 17 年度

調査、平成 20 年度調査 

（2）現地調査 

交通量については、可能な範囲で調査時期を遅らせ、周辺の

復旧が定常化する時期に調査を実施する。なお、調査は、平

日の代表的な日及び休日の代表的な日を選定し、両日とも

24 時間調査を行う。代表的な日は、既存文献調査の実施状

況等を勘案して設定する。 

3．その他の項目 

調査期間は交通量調査に準じて設定する。 

（関連ページ：準備書 p.8.3－2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 

資材等運搬車両及び重機の振動レベルの状況について予

測する。 

①資材等運搬車両の道路交通による振動レベルを予測す

る。 

②重機の稼働による振動レベルを予測する。 

③資材等の運搬による影響と重機の稼働による影響の合

成についても検討を行う。 

1．工事による影響 

資材等運搬車両及び重機の振動レベルの状況について予測

する。 

①資材等運搬車両の道路交通による時間率振動レベル

（L10）を予測する。 

（関連ページ：準備書 p.8.3－7） 

②重機の稼働による時間率振動レベル（L10）を予測する。

（関連ページ：準備書 p.8.3－13） 

③資材等の運搬による影響と重機の稼働による影響の合

成についても検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 

資材等運搬車両の道路交通による影響及び重機の稼働に

よる影響については、影響が最大となる時期とする。資材

等の運搬と重機の稼働による両方の影響ともについては、

それぞれの影響が最大となる時期の値を合成する。 

2．供用による影響 

事業活動が定常状態に達した時期とする。 

1．工事による影響 

①資材等運搬車両の道路交通による影響 

資材等運搬車両の走行による影響が最大となる時期を選

定する。 

（関連ページ：準備書 p.8.3－7） 

②重機の稼働による影響 

重機の稼働による影響が最大となる時期を選定する。 

（関連ページ：準備書 p.8.3－13） 

2．供用による影響 

竣工後、住宅及び商業店舗等が立地し、事業活動が定常状

態に達した時期とした。なお、事業予定地周辺の震災復旧

は概ね完了しているものとした。 

（関連ページ：準備書 p.8.3－22） 
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表 4.2－1(8) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-3 振動 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(4)予測方法 1.工事による影響」と「(4)予測方法 2.供用に

よる影響」に下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-4 水質（水の濁り） 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(4)調査期間等」に下線の記述を追加 
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 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 

・資材等運搬車両の道路交通による影響 

振動レベルの 80％レンジの上端値を予測するための式

を用いた計算による。 

・重機の稼働による影響 

振動発生源からの伝搬過程を考慮した距離減衰式を基

本とした計算による。 

2．供用による影響 

・振動レベルの 80％レンジの上端値を予測する式を用いた

計算による。 

1．工事による影響 

・資材等運搬車両の道路交通による影響 

振動レベルの 80％レンジの上端値を予測するための式を

用いた計算による。 

予測にあたり、予測対象時期の基礎交通量は、現地調査で

得た断面交通量（荒井東土地区画整理事業の工事用車両及

び仙台東部道路東側の復興関連車両を含む）を用いる。 

（関連ページ：準備書 p.8.3－9、10） 

・重機の稼働による影響 

振動発生源からの伝搬過程を考慮した距離減衰式を基本

とした計算による。 

2．供用による影響 

・振動レベルの 80％レンジの上端値を予測する式を用いた計

算による。 

将来交通量は、本事業の施設関連車両の他、事業予定地周

辺の将来基礎交通量及びその他の開発事業による発生集中

交通量を考慮して設定する。 

（関連ページ：準備書 p.8.3－22、24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否

かについての検討による。 

（1）工事による影響（資材等運搬車両の道路交通）、供用に

よる影響（自動車交通） 

・「道路交通振動の要請限度」昭和 51 年 法律 64 

第１種区域（良好な居住の環境を保全するため、特に静

穏の保持を必要とする区域及び住居の用に供されてい

るため、静穏の保持を必要とする区域 

昼間（8～19 時）：65 デシベル以下、夜間（19～8時）：

60 デシベル以下 

(2)重機の稼働 

・「特定建設作業に係る振動の規制基準」昭和 51 年 法律

64 

75 デシベル以下（敷地境界） 

・「指定建設作業に伴う振動の規制基準」平成 12 年 仙台

市告示第 230 号 

75（70）デシベル以下 

（ ）内は病院、学校等から 50ｍの範囲における基準 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否

かについての検討による。 

（1）工事による影響（資材等運搬車両の道路交通）、供用に

よる影響（自動車交通） 

・「道路交通振動の要請限度」昭和 51 年 法律 64 

第１種区域（良好な居住の環境を保全するため、特に静

穏の保持を必要とする区域及び住居の用に供されてい

るため、静穏の保持を必要とする区域 

昼間（8～19 時）：65 デシベル以下、夜間（19～8時）：

60 デシベル以下 

 (2)重機の稼働 

・「特定建設作業に係る振動の規制基準」昭和 51 年 法律

64 

75 デシベル以下（敷地境界） 

・「指定建設作業に伴う振動の規制基準」平成 12 年 仙台

市告示第 230 号 

75（70）デシベル以下 

（ ）内は病院、学校等から 50ｍの範囲における基準 

3．東日本大震災からの復旧に係る評価 

復旧は長期にわたるため、その詳細な内容、進捗等につい

ては未知数である。そのため、予測評価を行う時点で、明

確になっている事項や確実に想定できる事項については、

必要に応じて予測条件に盛り込み、定性的に予測・評価を

行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.3－34） 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地域における１年間の水の濁りの実態を適切に把握し

得る時期とし、平常時６回及び降雨時（梅雨、台風、秋雨の

時期など合計 4回程度）に適宜調査を行う。 

地震後の津波により霞目雨水幹線に海水が流入していた場

合、調査実施時には、流入した海水が下流へ流れていると考

えられることから、津波による霞目雨水幹線の水質に対する

影響はほとんどないものと考えられる。 

調査は、調査地域における１年間の水の濁りの実態を適切

に把握し得る時期とし、平常時６回及び降雨時（梅雨、台風、

秋雨の時期など合計 4 回程度）に適宜調査を行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.4－2） 
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表 4.2－1(9) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-4 水質（水の濁り） 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-5 地形・地質（現況地形） 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(2)調査方法」に下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、下線の記述を追加 
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 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、雨水排水放

流先河川への著しい影響、水質の変化の程度等が、事業者

の実行可能な範囲で回避され、又は低減されているもので

あるか否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否

かについての検討による。 

なお、評価地点は霞目雨水幹線（調整池放流地点 図 6-5：

②）とする。 

・「水質汚濁に係る環境基準」（環境基本法） 

生活環境の保全に関する環境基準（河川）  名取川Ｃ

類型に準じる 

浮遊物質量（SS） 50 ㎎/ｌ 以下 

・仙台市公害防止条例 排水基準 浮遊物質量（SS） 200

㎎/ｌ 以下 

・農林水産省 農業用水基準 浮遊物質量（SS） 100 ㎎/

ｌ 以下 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、雨水排水放

流先河川への著しい影響、水質の変化の程度等が、事業者

の実行可能な範囲で回避され、又は低減されているもので

あるか否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否

かについての検討による。 

なお、評価地点は霞目雨水幹線（調整池放流地点 図 6-5：

②）とする。 

・「水質汚濁に係る環境基準」（環境基本法） 

生活環境の保全に関する環境基準（河川）  名取川Ｃ

類型に準じる 

浮遊物質量（SS） 50 ㎎/ｌ 以下 

・仙台市公害防止条例 排水基準 浮遊物質量（SS） 200

㎎/ｌ 以下 

・農林水産省 農業用水基準 浮遊物質量（SS） 100 ㎎/

ｌ 以下 

3．東日本大震災からの復旧に係る評価 

復旧は長期にわたるため、その詳細な内容、進捗等につい

ては未知数である。そのため、予測評価を行う時点で、明

確になっている事項や確実に想定できる事項については、

必要に応じて予測条件に盛り込み、定性的に予測・評価を

行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.4－14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析による。 

1.地形・地質の状況 

・地形分類及び傾斜区分については、地形図、空中写真等

の既存資料を基に地形分類図、傾斜区分図を作成する。 

・表層地質については、既存資料、現地踏査及びボーリン

グ調査結果より表層地質図を作成する。 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析による。 

1.地形・地質の状況 

・地形分類及び傾斜区分については、地形図、空中写真等の

既存資料を基に地形分類図、傾斜区分図を作成する。 

・表層地質については、既存資料、現地踏査及びボーリング調

査結果より表層地質図を作成する。ボーリング調査の数は、

宅地開発の基準となる「仙台市開発指導要綱」を参考に、250

ｍ四方に 1 箇所程度、深さは支持層が確認できるまでとす

る。なお、ボーリング調査地点は、事業予定地周辺の微地形

等を踏まえながら、地質の断面構成が判断できる地点を選定

する。 

（関連ページ：準備書 p.8.5－4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、現況地形の

改変の程度等への影響が適切な施工方法、造成計画等によ

り、業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されてい

るものであるか否かについての検討による。 

1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、現況地形の

改変の程度等への影響が適切な施工方法、造成計画等によ

り、業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されてい

るものであるか否かについての検討による。 

2．東日本大震災からの復旧に係る評価 

復旧は長期にわたるため、その詳細な内容、進捗等につい

ては未知数である。そのため、予測評価を行う時点で、明

確になっている事項や確実に想定できる事項については、

必要に応じて予測条件に盛り込み、定性的に予測・評価を

行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.5－31） 
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表 4.2－1(10) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-6 地盤沈下（軟弱地盤上の盛土等） 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(3)調査地域等 2.調査地点」に下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(4)予測方法」の記述を修正  

 

 「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-7 植物 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(3)調査地域等 1.調査地域」に下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 「(3)予測対象時期等 1.工事による影響」の記述を修正 

「(3)予測対象時期等 2.存在による影響」の記述を修正 

 

 

 

 

 

 

 

 「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(4)予測方法 1.工事及び存在による影響」に下線の記述に修

正及び追加 
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 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．調査地域 

・調査地域は、事業予定地とその隣接地とする。 

2．調査地点 

・現地調査地点は、事業予定地の 7 箇所*ボーリング調査

地点とする。 

*ボーリングの箇所数は、宅地開発の基準となる「仙台

市開発指導要綱」を参考に、250ｍ四方に 1 箇所程度

とし、深さは支持層が確認できる程度とする。 

1．調査地域 

・調査地域は、事業予定地とその隣接地とする。 

2．調査地点 

・現地調査地点は、事業予定地の 7 箇所＊をボーリング調

査地点とする。 

*ボーリング調査の数は、宅地開発の基準となる「仙台

市開発指導要綱」を参考に、250ｍ四方に 1 箇所程度、

深さは支持層が確認できるまでとする。なお、ボーリ

ング調査地点は、事業予定地周辺の微地形等を踏まえ

ながら、地質の断面構成が判断できる地点を選定す

る。 

（関連ページ：準備書 p.8.6－1） 

 

 

圧密理論式を基本とした理論的解析及び事例引用・解析によ

るものとする。 

圧密理論式を基本とした理論的解析または事例引用・解析に

よるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、周辺地域に

おける住宅その他の建物等への地盤沈下の影響が、事業者

の実行可能な範囲で回避され、又は低減されているもので

あるか否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

周辺地域に対する地盤沈下の影響を未然に防止すること。

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、周辺地域に

おける住宅その他の建物等への地盤沈下の影響が、事業者

の実行可能な範囲で回避され、又は低減されているもので

あるか否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

周辺地域に対する地盤沈下の影響を未然に防止すること。

3．東日本大震災からの復旧に係る評価 

復旧は長期にわたるため、その詳細な内容、進捗等につい

ては未知数である。そのため、予測評価を行う時点で、明

確になっている事項や確実に想定できる事項については、

必要に応じて予測条件に盛り込み、定性的に予測・評価を

行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.6－15） 

 

 

 

 

 

 

1．調査地域 

事業予定地北東側の市街地を含み、事業予定地境界より

200ｍの範囲とする。 

1．調査地域 

地理学会のデータによると、東北地方太平洋沖地震時の

津波による浸水被害はほとんど受けていないため、事業予

定地北東側の市街地を含む事業予定地境界より 200ｍの範

囲とする。 

（関連ページ：準備書 p.8.7－2） 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 

・工事が完了した時期とする。 

2．存在による影響 

・事業活動が定常状態に達した時期とする。 

1．工事による影響 

・工事による影響が最大となる時期とする。 

（関連ページ：準備書 p.8.7－21） 

2．存在による影響 

・工事が完了し、事業活動が概ね定常状態に達した時期と

する。 

（関連ページ：準備書 p.8.7－26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事及び存在による影響 

・工事による直接的改変については、注目すべき種の重要

度等の現況解析結果と、事業計画の重ね合わせ及び、事

例の引用・解析による。 

・植生の重要度等の現況解析結果と、事業計画の重ね合わ

せ及び事例の引用・解析による。 

1．工事及び存在による影響 

・工事による直接的改変については、注目すべき種の重要

度等の現況解析結果と、事業計画の重ね合わせ及び、事

例の引用・解析により定性的に予測する。 

・植生の重要度等の現況解析結果と、事業計画の重ね合わ

せ及び事例の引用・解析により定性的に予測する。 

・現地調査で確認されないが、近接事業の既往調査で確認

されている重要種が存在する場合には、震災により一時

的に確認ができなかった可能性が高いことを考慮し、現

地調査で確認される注目すべき種同様、工事及び存在に

おいて、事業実施による影響の程度を予測する。 

（関連ページ：準備書 p.8.7－21、26） 
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表 4.2－1(11) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-7 植物 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-8 動物 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(3)調査地域等 1.調査地域」に下線の記述を追加 

「(3)調査地域等 2.調査地点」の記述を修正 
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 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避 低減に係る評価 

調査及び予測の結果、保全対策を踏まえ、植生及び注目すべ

き群落の変化の程度が、事業者の実行可能な範囲で回避さ

れ、又は低減されているものであるか否かについての検討に

よる。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す文献に掲載される保全上重要な植物種に対し、生

育の保全が図られているか否かについて検討する。 

・レッドリスト（環境省）における掲載種 

・宮城県レッドデータブック（宮城県）における掲載種 

・平成 6 年度自然環境基礎調査報告書（仙台市）における

「保全上重要な植物種」 

・平成 15 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書（仙台

市）における「保全上重要な植物種」 

1．回避 低減に係る評価 

調査及び予測の結果、保全対策を踏まえ、植生及び注目すべ

き群落の変化の程度が、事業者の実行可能な範囲で回避さ

れ、又は低減されているものであるか否かについての検討に

よる。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す文献に掲載される保全上重要な植物種に対し、生

育の保全が図られているか否かについて検討する。 

・レッドリスト（環境省）における掲載種 

・宮城県レッドデータブック（宮城県）における掲載種 

・平成 6 年度自然環境基礎調査報告書（仙台市）における

「保全上重要な植物種」 

・平成 15 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書（仙台

市）における「保全上重要な植物種」 

3．東日本大震災からの復旧に係る評価 

復旧は長期にわたるため、その詳細な内容、進捗等につい

ては未知数である。そのため、予測評価を行う時点で、明

確になっている事項や確実に想定できる事項については、

必要に応じて予測条件に盛り込み、定性的に予測・評価を

行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.7－34） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．調査地域 

事業予定地北東側の市街地を含み、事業予定地境界より 200

ｍの範囲とする。 

2．調査地点 

（1）ファウナ（動物相）及び注目すべき種 

・哺乳類のシャーマントラップ地点 

調査地域の植生の分布状況等から代表する調査地点とし

て設定する。 

T—1 畑地、T-2 水田 

・鳥類のセンサスライン及び定点 

調査地域の市街地、水田、畑地等の生息環境特性に応じ

て設定する。 

〔センサスライン〕 

R-1 事業予定地北側市街地～七郷中学校～住宅地 

R-2 長喜城地区～水田 

〔定点〕 

P1、P2 定点調査地点 

・両生類・爬虫類 

可能な範囲で踏査し確認に努める。 

・昆虫類のトラップ 

調査地域の植生の分布状況から代表する調査地点として

設定し、哺乳類のトラップ地点と同地点にベイトトラッ

プ、ライトトラップを設置する。 

・魚類・底生動物 

調査地点は､霞目雨水幹線 F とする。 

 

1．調査地域 

地理学会のデータによると、事業予定地東側の霞目雨水幹

線から西側の地域は、東北地方太平洋沖地震時の津波によ

る浸水被害はほとんど受けていないため、事業予定地北東

側の市街地を含み、事業予定地境界より 200ｍの範囲とす

る。 

2．調査地点 

（1）ファウナ（動物相）及び注目すべき種 

・哺乳類のシャーマントラップ地点 

調査地域の植生の分布状況等から代表する調査地点とし

て設定する。 

T—1 畑地、T-2 水田 

・鳥類のラインセンサス及び定点 

調査地域の市街地、水田、畑地等の生息環境特性に応じ

て設定する。 

〔ラインセンサス〕 

R-1 事業予定地北側市街地～七郷中学校～住宅地 

R-2 長喜城地区～水田 

〔定点〕 

P1、P2 定点調査地点 

・両生類・爬虫類 

可能な範囲で踏査し確認に努める。 

・昆虫類のトラップ 

調査地域の植生の分布状況から代表する調査地点として

設定し、哺乳類のトラップ地点と同地点にベイトトラッ

プ、ライトトラップを設置する。 

・魚類・底生動物 

調査地点は､霞目雨水幹線 F とする。 

（関連ページ：準備書 p.8.8－4） 
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表 4.2－1(12) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-8 動物 

「(4)調査期間 2.現地調査」に下線の記述を追加  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(3)予測対象時期等 1.工事による影響」の記述を修正 

「(3)予測対象時期等 2.存在による影響」の記述を修正 

 

 

 

 

 

 

 

 「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(4)予測方法 1.工事及び存在による影響」に下線の記述を追

加及び追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 4-29

  

 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．現地調査 

（1）ファウナ（動物相）及び注目すべき種 

・哺乳類：年４回（4季）調査  

目視観察、フィールドサイン法及びシャーマ

ントラップ法 

・鳥  類：年４回（4季）調査 

目視観察、ラインセンサス法及び定点調査法

・両生類・爬虫類：年３回（冬季を除く３季）調査 

目視観察 

・昆虫類：年３回（冬季を除く３季）調査 

任意採集、ライトトラップ法、ベイトトラッ

プ法、目視観察 

・魚  類：年２回（夏季、秋季）調査  

捕獲調査 

・底生動物：年４回（4 季）調査 

任意採集調査、コドラート 

2．現地調査 

（1）ファウナ（動物相）及び注目すべき種 

・哺乳類：年４回（4季）調査  

目視観察、フィールドサイン法及びシャーマ

ントラップ法 

・鳥  類：年４回（4季）調査 

目視観察、ラインセンサス法及び定点調査法

※定点調査は、冬の渡りの時期を考慮し、

11 月から 2 月にかけて月 1 回とする。

・両生類・爬虫類：年３回（冬季を除く３季）調査 

目視観察 

・昆虫類：年３回（冬季を除く３季）調査 

任意採集、ライトトラップ法、ベイトトラッ

プ法、目視観察 

・魚  類：年２回（夏季、秋季）調査  

捕獲調査 

・底生動物：年４回（4 季）調査 

任意採集調査、コドラート 

（関連ページ：準備書 p.8.8－3） 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 

・影響が最大となる時期とする。 

2．存在による影響 

・事業活動が定常状態に達した時期とする。 

1．工事による影響 

・工事による影響が最大となる時期とする。 

（関連ページ：準備書 p.8.8－59） 

2．存在による影響 

・工事が完了し、事業活動が概ね定常状態に達した時期と

する。 

（関連ページ：準備書 p.8.8－83） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事及び存在による影響 

・改変区域の植生、地形等の状況及び動物相の特性から、

動物相全体としての変化の程度を検討する。 

・注目すべき種の生息密度、行動圏等の現況解析結果と、

事業計画の重ね合わせ及び事例の引用・解析による。 

1．工事及び存在による影響 

・改変区域の植生、地形等の状況及び動物相の特性から、

動物相全体としての変化の程度を定性的に予測する。 

・注目すべき種の生息密度、行動圏等の現況解析結果と、

事業計画の重ね合わせ及び事例の引用・解析により、定

性的に予測する。 

・現地調査で確認されないが、近接事業の既往調査で確認

されている重要種が存在する場合には、震災により一時

的に確認ができなかった可能性が高いことを考慮し、現

地調査で確認される注目すべき種同様、工事及び存在に

おいて、事業実施による影響の程度を予測する。 

（関連ページ：準備書 p.8.8－59、83） 
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表 4.2－1(13) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-8 動物 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-9 生態系 

「(3)予測対象時期等 1.工事による影響」の記述を修正 

「(3)予測対象時期等 2.存在による影響」の記述を修正 

 

 

 

 

 

 

 

 「(4)予測方法」の記述を修正  

 

 

 「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、下線の記述を追加 
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 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

・調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、動物相及

び注目すべき種の消滅の有無、変化の程度が、事業者の

実行可能な範囲で回避され、又は低減されているもので

あるか否かについての検討による。 

・動物への騒音の影響については､著しい影響がないよう､

事業者の実行可能な範囲で回避、又は低減されているか

についての検討による。 

2．基準又は日標との整合に係る評価 

以下に示す文献に掲載される保全上重要な動物種に対し、

生息の保全が図られているか否かについて検討する。 

・レッドリスト（環境庁）における掲載種 

・宮城県レッドデータブック（宮城県）における掲載種 

・「平成 6年度自然環境基礎調査報告書」（仙台市）におけ

る「保全上重要な動物種」 

・「平成15年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」（仙

台市）における「保全上重要な動物種」 

1．回避、低減に係る評価 

・調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、動物相及

び注目すべき種の消滅の有無、変化の程度が、事業者の

実行可能な範囲で回避され、又は低減されているもので

あるか否かについての検討による。 

・動物への騒音の影響については､著しい影響がないよう､

事業者の実行可能な範囲で回避、又は低減されているか

についての検討による。 

2．基準又は日標との整合に係る評価 

以下に示す文献に掲載される保全上重要な動物種に対し、

生息の保全が図られているか否かについて検討する。 

・レッドリスト（環境庁）における掲載種 

・宮城県レッドデータブック（宮城県）における掲載種 

・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（仙台市）におけ

る「保全上重要な動物種」 

・「平成15年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」（仙

台市）における「保全上重要な動物種」 

3．東日本大震災からの復旧に係る評価 

復旧は長期にわたるため、その詳細な内容、進捗等につい

ては未知数である。そのため、予測評価を行う時点で、明

確になっている事項や確実に想定できる事項については、

必要に応じて予測条件に盛り込み、定性的に予測・評価を

行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.8－102） 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 

・工事が完了した時点とする。 

2．存在による影響 

・事業活動が定常状態に達した時期とする。 

1．工事による影響 

・工事による影響が最大となる時期とする。 

（関連ページ：準備書 p.8.9－14） 

2．存在による影響 

・工事が完了し、事業活動が概ね定常状態に達した時期と

する。 

（関連ページ：準備書 p.8.9－18） 

 

 

 

指標とする種等の生育・生息環境解析結果と、事業計画の

重ね合わせ及び事例の引用・解析による。 

指標とする種等の生育・生息環境解析結果と、事業計画の

重ね合わせ及び事例の引用・解析により、定性的に予測する。

（関連ページ：準備書 p.8.9－14、18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、地域を特徴

づける生態系の変化の程度が、事業者の実行可能な範囲で

回避され、又は低減されているものであるか否かについて

の検討による。 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、地域を特徴

づける生態系の変化の程度が、事業者の実行可能な範囲で

回避され、又は低減されているものであるか否かについて

の検討による。 

2．東日本大震災からの復旧に係る評価 

復旧は長期にわたるため、その詳細な内容、進捗等につい

ては未知数である。そのため、予測評価を行う時点で、明

確になっている事項や確実に想定できる事項については、

必要に応じて予測条件に盛り込み、定性的に予測・評価を

行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.9－24） 
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表 4.2－1(14) 環境影響評価項目に係るその他の変更 

変更箇所（方法書記載箇所） 変更事項  

第 6章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-10 景観 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(3)調査地域等 1.調査地域」に下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、下線の記述を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 章 選定項目ごとの調査、予測及び評価 

表 6-11 廃棄物 

「(1) 東北地方太平洋沖地震に伴う環境影響評価の考え方」に基づ

き、「(3)調査地域等 1.調査地域」に下線の記述を追加 
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 変更前（方法書記載事項） 変更後（参照ページは準備書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．調査地域 

自然的景観資源、文化的景観資源に対する影響が想定さ

れる地域とし、植生、地形等を考慮し設定する。 

調査地域は、主要地方道仙台塩釜線、仙台東部道路、仙

台南部道路、名取川河岸、主要地方道井土長町線、国道４

号に囲まれた範囲を現時点で想定する。（仙台東部道路、

仙台南部道路の道路構造は盛土による嵩上げ式で景観を

遮断している。） 

なお、具体には、数値地形モデルによる解析や断面図の

作成により、事業予定地がどの範囲まで見えるかについて

検討を行い、地形や眺望地点の状況に応じて設定する。 

1．調査地域 

自然的景観資源、文化的景観資源に対する影響が想定さ

れる地域とし、植生、地形等を考慮し設定する。 

調査地域は、主要地方道仙台塩釜線、仙台東部道路、仙

台南部道路、名取川河岸、主要地方道井土長町線、国道４

号に囲まれた範囲を現時点で想定する。（仙台東部道路、

仙台南部道路の道路構造は盛土による嵩上げ式で景観を

遮断している。） 

なお、地理学会のデータによると、事業予定地東側の霞

目雨水幹線から西側の地域は、東北地方太平洋沖地震時の

津波による浸水被害はほとんど受けていない。数値地形モ

デルによる解析や断面図の作成により、震災後、事業予定

地がどの範囲まで見えるかについて検討を行い、地形や眺

望地点の状況に応じて設定する。 

（関連ページ：準備書 p.8.10－2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、自然的景観

資源への改変量や影響量の程度が、事業者の実行可能な範

囲で回避され、又は低減されているものであるか否かにつ

いての検討による。眺望については、調査及び予測の結果

及び保全対策を踏まえ、眺望景観への改変量や影響量の程

度が、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減され

ているか否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

・既存市街地や田園景観との調和を目指す。 

・「杜の都の風土を育む景観条例（杜の都景観基本計画）」

整合性が図られているか否かについての検討による。 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、自然的景観

資源への改変量や影響量の程度が、事業者の実行可能な範

囲で回避され、又は低減されているものであるか否かにつ

いての検討による。眺望については、調査及び予測の結果

及び保全対策を踏まえ、眺望景観への改変量や影響量の程

度が、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減され

ているか否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

・既存市街地や田園景観との調和を目指す。 

・「杜の都の風土を育む景観条例（杜の都景観基本計画）」

整合性が図られているか否かについての検討による。 

3．東日本大震災からの復旧に係る評価 

復旧は長期にわたるため、その詳細な内容、進捗等につい

ては未知数である。そのため、予測評価を行う時点で、明

確になっている事項や確実に想定できる事項については、

必要に応じて予測条件に盛り込み、定性的に予測・評価を

行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.10－26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果を踏まえ、本事業の実施により環境要

素に及ぶおそれのある影響が、事業者の実行可能な範囲で

回避され、又は低減されているものであるか否かについて

の検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否

かについての検討による。 

・「仙台市環境基本計画」 （ごみ排出量及び資源化） 

・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（廃棄物の再利

用、適正処理の実施） 

1．回避、低減に係る評価 

予測の結果を踏まえ、本事業の実施により環境要素に及ぶ

おそれのある影響が、事業者の実行可能な範囲で回避さ

れ、又は低減されているものであるか否かについての検討

による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否

かについての検討による。 

・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（昭和 45 年 12 月

25 日 法律第 137 号）（廃棄物の再利用、適正処理の実

施） 

・「杜の都環境プラン（仙台市環境基本計画）」（平成 23 年

3月 仙台市）（ごみ排出量及び資源化） 

3．東日本大震災からの復旧に係る評価 

復旧は長期にわたるため、その詳細な内容、進捗等につい

ては未知数である。そのため、予測評価を行う時点で、明

確になっている事項や確実に想定できる事項については、

必要に応じて予測条件に盛り込み、定性的に予測・評価を

行う。 

（関連ページ：準備書 p.8.11－14） 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


